
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

  ７月以降､電気使用量の目標が達成できていません｡原因は､夏の猛暑でエアコンの稼働率が                                  

  上がってしまったことです｡ここまで､気温が上昇することなど､まったく予想できませんでした｡それでも 

  目標は達成しなければなりません｡日々の活動の中で､無駄にしている電気はないか､もう一度身の 

   回りを点検してみてください｡休み時間など確実に消灯していますか｡トイレなど常時使っていない 

   場所などの節電はされていますか｡休止中の設備等､元から電源プラグを抜いていますか｡どんな 

   些細な事でも実施してみてください｡節電に関することでご意見があれば､環境実行委員に申し入れ 

  お願いします｡地道な努力以外に目標を達成する手段はありません｡再度､身の回りをご確認ください｡ 

ＫＥＳの再登録決定しました  

本年度８月に行いましたＫＥＳ環境マネジマントシステム登録審査の結果､登録継続が 

      決定しました｡皆さんのご協力に感謝します｡特に社員インタビューでは､的確に対応して 

      いただきました｡審査員から非常に高い評価を受けホットしています｡ 指摘事項がなかった 

      わけではありません｡チョットひねった質問をされて､戸惑っている人もいました｡環境の知識 

      活動内容は､日々変化しています｡不確かな知識ではなく､自信をもって答えられるように 

      有用な情報を身につけていただくため､環境教育を続けます｡是非､この情報誌や配信 

                                                                       された情報など､必ず読んでください｡わからないことがあれば､お気軽に相談してください｡ 

    美化活動大変お疲れ様でした                                                                                                      

      9月13日(水)～10月11日(水)まで長い期間に渡り､美化活動を実施しました｡ 

      台風接近のために延期するなど､アクシデントはありましたが､終了しました｡本年度 

      美化活動の目標は､達成出来ました｡ここ数年の傾向として､青柳駅周辺はごみが 

      減っているように思います｡他所の会社が美化活動を実施､利用者のマナー向上が 

      見受けられるなど､良い方向に向いています｡ただ堤防付近の状況は相変わらずで 

      人目が気にならない所ではポイ捨てが横行していて残念です｡次年度もよろしく｡ 

        環境コラム ｢電気自動車の思惑｣             

    地球温暖化を食い止める大きな希望として、電気自動車が注目されています。  

     ガソリン車よりＣO2を出す量が少なくなることは事実です。本来ならば 環境に良いと 

  絶賛したいところですが、問題点もあります。電気自動車に不可欠な蓄電池製造の 

  ために大量のエネルギーを必要としているからです。生産工程で排出するCO2は、  

  ガソリン車製造の数十倍と言われ問題視する声もあります。何より蓄電池に使用する 

  希少金属は、中国が65％を占めていて、自国の優位性を保つ目的が見え隠れして 

  います。ガソリン車で優勢だった日本は、ガソリン車の技術が応用できる、水素車を 

                                      目さしていましたいろいろ問題があるようです。環境とビジネス両立させたいものです。 

最高責任者のコメント  ｢消火器の取り扱い体験｣    

本年目標の中に､地震対策だけでなく､火災等の防災も見直す活動が含まれて 

 いる｡ここまで様々な議論がされてきたが､火災に対しては､初期消火の重要性と 

 難しさが上げられる｡実際に火災が起きた時､社員が初期消火の行動が取れるか 

 疑問視する意見が多い｡そこで､訓練用の水消火器を購入して､消火器の取り扱いを 

 経験してみることにした｡少しでも万が一の時､役に立つように訓練に臨んで欲しい｡ 

   ２０２３年度環境目標達成状況         

今月も電気使用量が､ 

達成できませんでした。 

節電にご協力ください。 

 

 


